
「
農
村
開
発
」
の
英
語
訳
はR

ural D
evelop-

m
ent

だ
が
、
逆
にR

ural D
evelopm

ent

は
し
ば

し
ば
「
農
業
・
農
村
開
発
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
農
業
開
発
＝
生
産
の

改
善
」
と
「
農
村
開
発
＝
生
活
の
改
善
」
と
は
、

自
ず
と
融
合
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
両

者
を
い
か
に
結
び
つ
け
る
か
が
、
現
在
農
村
開
発

の
た
め
の
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
つ
の

起
源

日
本
が
一
九
五
四
年
に
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
に

加
盟
し
て
最
初
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
農
業
技
術
の

専
門
家
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
四
○
年
間
、
日
本

の
農
業
分
野
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
一
貫
し
て
生
産
増
強
を

重
視
し
て
き
た
。
特
に
農
業
イ
ン
フ
ラ
（
灌
漑
設

備
）
や
、
試
験
農
場
に
お
け
る
技
術
開
発
・
品
種

改
良
と
い
っ
た
技
術
移
転
は
、
日
本
の
得
意
技
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
イ
ン
フ
ラ
建
設
、
技
術
移

転
も
、
支
援
を
続
け
よ
う
と
す
る
と
い
ず
れ
「
水

利
組
合
活
性
化
」、「
技
術
普
及
」
な
ど
、
農
民
一

人
一
人
を
対
象
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
や
試
験
場
か
ら

「
農
村
」
に
そ
の
活
動
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
と
な

り
、「
農
業
開
発
」
が
「
農
業
・
農
村
開
発
」
へ

と
変
貌
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
よ
う

な
「
農
業
系
農
村
開
発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
一

般
に
生
産
が
主
、
生
活
（
改
善
）
が
従
と
い
う
位

置
づ
け
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

一
方
一
九
九
五
年
の
「
国
連
社
会
開
発
サ
ミ
ッ

ト
」
開
催
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
農
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
対
象
と
し
な
が
ら
農
業
技
術
中
心
で
は

な
く
、
住
民
組
織
作
り
を
核
と
し
た
総
合
的
な
生

活
改
善
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
「
非
農
業
系
農
村
開

発
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、「
生
産
」

を
媒
介
せ
ず
に
、
直
接
「
生
活
（
改
善
）」
に
着

手
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
○
年
代

後
半
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
も
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
技

術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

他
方
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
農
業
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に
投
入

で
き
る
資
金
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
「
無
農
薬
・

有
機
栽
培
」
な
ど
環
境
に
優
し
い
、
持
続
的
な
農

業
技
術
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
形
で
農
業
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
日
本
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
は
こ
う
し
た
形
で
の
「
農
業

・
農
村
開
発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
試
み
を
早
く
か

ら
行
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
同
じ
「
生
産
」
で
も

「
生
産
増
強
」
で
は
な
く
「
安
全
な
生
産
」、「
持

続
的
な
生
産
」
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
る
。

一
方
、
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
（
＝
市
民
に
よ
る
海

外
協
力
の
会
）
は
一
九
七
○
年
代
か
ら
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
に
お
い
て
農
業
以
外
の
分
野
を
エ
ン
ト
リ

ー
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
非
農
業
系
農
村
開
発
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
○
年
代
に
入
る

と
郵
政
省
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
や
様
々
な
Ｏ
Ｄ

Ａ
資
金
を
得
て
比
較
的
小
規
模
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
非
農

業
系
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
試
み
る
例
が
増

え
て
き
た
。
こ
う
し
て
現
在
で
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
共
に
農
業
系
・
非
農
業
系
を
と
り
ま
ぜ
た
「
農

村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
隆
盛
を
迎
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
筆
者
が
こ
の
二
月
に
見
聞
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
四
つ
の
農
村
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
在

の
「
農
業
・
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
限
界

と
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

●
持
続
可
能
な
農
業
を
通
じ
た
女
性

に
よ
る
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｉ
Ｖ
Ｙ:

Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
山
形
（
Ｉ
Ｖ
Ｙ
）

農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題̶

生
産
と
生
活
を
い
か
に
つ
な
げ
る
か

特集／農村開発と農村研究
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の
実
施
し
て
い
る
「
持
続
可
能
な
農
業
を
通
じ
た

女
性
に
よ
る
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
南
東
部
ス
バ
イ
リ
エ
ン
州
ス
バ
イ
チ
ュ
ル

ン
郡
の
一
三
カ
村
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
①
村
ご
と
に
女
性
組
合
を
結
成
、
②
主
と

し
て
女
性
を
対
象
と
す
る
農
業
技
術
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
③
貯
蓄
活
動
・
米
銀
行
な
ど
の
生
活
セ
イ
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
活
動
、
④
各
村
に
三
種
類
の
学
習

グ
ル
ー
プ
（
稲
作
、
家
庭
菜
園
、
家
畜
飼
育
あ
る

い
は
養
魚
）
を
結
成
し
て
の
参
加
型
収
入
向
上
活

動
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。

①
の
女
性
組
合
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｙ
が
雇
用
し
て
い
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
村
に
派
遣
さ
れ
、
彼
ら
に

よ
る
活
動
を
経
て
組
織
化
さ
れ
る
。
③
の
貯
蓄
活

動
は
、
メ
ン
バ
ー
が
毎
月
一
回
集
ま
っ
て
五
○
○

リ
エ
ル
（
＝
一
三
円
）
を
貯
蓄
し
て
グ
ル
ー
プ
と

し
て
の
原
資
を
蓄
え
、
六
カ
月
分
貯
ま
る
と
Ｉ
Ｖ

Ｙ
か
ら
同
等
額
が
上
積
み
さ
れ
、
こ
れ
を
元
手
に

生
計
向
上
の
原
資
と
し
て
活
用
で
き
る
と
い
う
仕

組
み
で
あ
る
。
使
い
道
は
養
鶏
事
業
の
た
め
の
ニ

ワ
ト
リ
購
入
な
ど
で
基
本
的
に
個
人
の
収
益
に
つ

な
が
る
活
動
で
あ
る
。
米
銀
行
は
収
穫
期
（
一
二

〜
一
月
）
に
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
ゴ
（
一

一
キ
ロ
）
ず
つ
の
米
を
持
ち
寄
っ
て
貯
蔵
し
て
お

き
、
自
給
米
が
尽
き
る
八
月
以
降
に
必
要
な
家
が

借
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
借
り
た
米
は
収
穫
期

に
利
子
を
二
○
％
つ
け
て
返
す
の
だ
が
、
米
銀
行

以
前
の
貸
し
米
業
者
の
利
子
は
一
○
○
％
だ
っ
た

の
で
、
貧
困
層
に
と
っ
て
は
米
銀
行
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
。
な
お
Ｉ
Ｖ
Ｙ
は
米
銀
行
設
立
に

あ
た
っ
て
資
本
金
一
五
○
ド
ル
を
提
供
す
る
。
こ

の
資
本
金
で
資
本
米
を
買
い
足
し
た
り
、
米
倉
の

建
設
費
に
充
て
た
り
す
る
の
で
あ
る
（
建
築
資
材

は
メ
ン
バ
ー
の
持
ち
寄
り
に
よ
る
部
分
も
あ
る
）。

④
の
学
習
グ
ル
ー
プ
は
参
加
型
普
及
手
法
を
採

用
し
て
い
る
。
稲
作
、
家
畜
飼
育
（
あ
る
い
は
養

魚
）、
家
庭
菜
園
の
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
基
礎

学
習
を
行
い
、
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
二
人
の
普
及

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
て
、
グ
ル
ー
プ
員
以
外
の
他

の
村
人
に
も
技
術
を
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
実
施
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
取

り
組
む
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
二
○
○
三
年
か
ら
三
年
間

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
支
援
（
三
年
間
で
五
○
○
○

万
円
）
が
供
与
さ
れ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
生
産
活
動
と
生
活
活
動
の
つ

な
が
り
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
こ
と
で
、
グ

ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
て
も
結
局
、
個
人
の
所
得
活

動
に
収
斂
し
て
し
ま
い
、
Ｉ
Ｖ
Ｙ
が
本
来
目
指
し

て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
」
に
は
つ
な
が
り

に
く
い
と
い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
か
ら
の
ス
ポ
ン
サ
ー
が
申
し
出
て
く
れ
る
活
動

は
、
短
期
間
で
成
果
の
出
る
慈
善
的
活
動
（
井
戸

掘
り
支
援
な
ど
）
だ
が
、
そ
う
し
た
活
動
は
地
道

な
「
地
元
住
民
に
よ
る
主
体
的
開
発
」（
資
金
援

助
は
最
少
化
す
る
）
と
は
時
に
矛
盾
す
る
。
こ
の

問
題
は
必
ず
し
も
活
動
資
金
が
潤
沢
で
は
な
い
小

規
模
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
常
に
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
。

●
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
農
業
生
産
性
強
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
の
灌
漑
稲
作
地
域
を
対
象
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
三
年
間
の
技
術
協
力
と
し
て
実
施
さ

れ
た
の
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
文
字
通
り
主
眼

は
稲
の
優
良
品
種
開
発
・
普
及
だ
が
、
そ
れ
を
中

心
に
生
活
改
善
を
も
視
野
に
入
れ
た
農
業
系
農
村

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
主
な
活
動
は
①
稲

作
優
良
品
種
の
農
民
に
よ
る
育
苗
と
普
及
、
②
稲

作
以
外
の
農
業
多
角
化
、
③
女
性
組
織
の
活
性
化

で
あ
っ
た
。
①
、
②
は
生
産
関
連
の
活
動
で
あ
り
、

③
が
生
活
関
連
の
活
動
で
あ
る
。

①
の
米
の
優
良
品
種
に
関
し
て
は
村
ご
と
の
フ

ァ
ー
マ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ク
ー
ル
を
定
期
的

に
行
う
こ
と
で
、
農
家
に
こ
の
品
種
を
評
価
し
て

も
ら
い
、
使
い
始
め
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
の
後
農

民
の
中
か
ら
種
子
生
産
農
家
を
育
て
、
自
分
た
ち

の
間
で
種
子
を
安
定
確
保
し
、
他
の
農
家
に
も
普

及
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
作
り
を
目
指
し
た
。
二
○

○
四
年
に
一
九
軒
の
農
家
が
優
良
種
子
を
採
用
し
、

二
○
○
五
年
に
は
さ
ら
に
五
一
農
家
が
参
加
し
て
、

三
カ
村
計
七
○
農
家
に
広
が
っ
て
い
る
。
②
の
多

角
化
に
つ
い
て
は
数
軒
の
モ
デ
ル
農
家
を
選
び
、

野
菜
栽
培
な
ど
の
指
導
を
し
て
近
隣
農
家
に
フ
ァ

ー
マ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
フ
ァ
ー
マ
ー
普
及
手
法
で
伝

え
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
稲
作
の
重
要
性
が

高
い
地
域
で
は
野
菜
は
マ
イ
ナ
ー
な
作
物
で
あ
り
、

思
う
よ
う
に
は
普
及
し
な
い
と
い
う
。

③
の
女
性
組
織
で
は
、
一
○
の
対
象
村
に
余
剰

作
物
な
ど
を
利
用
す
る
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ
を
設

立
し
て
生
活
改
善
に
つ
な
げ
よ
う
と
試
み
た
。
二

○
○
三
年
一
二
月
に
日
本
か
ら
「
生
活
改
善
」
の

専
門
家
が
訪
問
し
、
現
地
で
パ
パ
イ
ヤ
の
漬
け
物

IVY 支援のソムラオン村。年に 1度の女性グループ総会（筆者撮影）
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づ
く
り
講
習
を
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
四
つ

の
村
で
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
そ
の
後

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な

っ
て
対
象
地
域
内
の
一
○
カ
村
に
グ
ル
ー
プ
が
結

成
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
女
性
グ
ル

ー
プ
の
育
成
プ
ロ
セ
ス
で
様
々
な
社
会
調
査
活
動

を
行
い
、
時
間
を
か
け
て
コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
形
作

る
と
い
っ
た
丁
寧
な
方
法
を
と
る
な
ど
、
組
織
化

自
体
は
成
功
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
の
課
題
も
ま

た
、
生
産
活
動
と
生
活
活
動
と
の
間
に
、
十
分
な

つ
な
が
り
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
人
々
の
関
心
が
生
産
性
、

収
入
に
集
中
し
て
い
る
農
業
系
農
村
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
共
通
し
て
抱
え
て
い
る
課
題
で
あ
る
。

●
小
規
模
農
民
生
活
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ:

現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
は
、
一
九
八
九
年
に
タ
ケ
オ
州
で

活
動
を
始
め
た
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
が
、
農
民
の

主
体
性
を
尊
重
す
る
農
村
開
発
手
法
が
評
価
さ
れ
、

現
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
二
○
州
中
一
三
州
に
ま
で
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、
多
く
の
ド
ナ
ー
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ

Ｃ
に
支
援
を
集
中
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
現
在

の
形
の
農
村
開
発
は
二
○
○
一
年
に
一
一
村
を
対

象
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
開
始
し
た
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
支
援
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
。

三
年
間
で
約
二
四
○
○
万
円
）
が
入
っ
た
二
○
○

二
年
に
六
○
村
に
拡
大
し
、
そ
れ
以
後
急
成
長
し

つ
つ
あ
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
は
、
小
規
模
農
民
主
体
の
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
な
農
業
に
よ
る
農
村
開
発
を
目
指
し
て
い

る
。
活
動
は
他
の
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
共

通
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
か
ら
な
っ
て
お
り
、
①
エ

ン
ト
リ
ー
活
動
と
し
て
、
フ
ァ
ー
マ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｆ
Ｃ
Ｓ
）
を
行
い
農
民
の

関
心
を
高
め
、
②
村
ご
と
に
農
民
組
織
（Farm

 

A
ssociation

＝
Ｆ
Ａ
）
へ
の
組
織
化
を
働
き
か
け

る
。
こ
の
設
立
集
会
に
は
村
長
に
頼
ん
で
な
る
べ

く
村
人
全
員
に
来
て
も
ら
う
が
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
。

こ
う
し
て
興
味
を
持
っ
た
人
が
参
加
し
て
活
動

を
開
始
す
る
の
だ
が
、
③
稲
作
、
家
庭
菜
園
、
養

鶏
の
三
つ
の
部
門
で
の
技
術
研
修
、
④
グ
ル
ー
プ

の
中
か
ら
育
っ
た
フ
ァ
ー
マ
ー
・
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

に
よ
る
普
及
活
動
、
⑤
農
民
相
互
、
Ｆ
Ａ
相
互
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
主
な
活
動
で
あ
る
。
Ｃ

Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
急
速
な
拡
大
の
背
景
に
は
、
稲
の
一

本
植
え
農
法
（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
の
成
功
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
水
利
用
、
化
学
肥
料
を
節
約

し
つ
つ
収
量
を
増
加
す
る
有
機
農
法
で
あ
る
。
Ｓ

Ｒ
Ｉ
の
普
及
は
、
成
功
し
た
農
民
が
自
分
の
田
ん

ぼ
に
招
い
た
り
、
新
し
く
試
み
た
い
人
の
田
ん
ぼ

に
行
っ
て
教
え
る
と
い
う
フ
ァ
ー
マ
ー
・
ト
ゥ
ー

・
フ
ァ
ー
マ
ー
手
法
で
自
発
的
に
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
い
。
Ｆ
Ａ
で
は
ま
た
⑥
月
額
一
○
○

〜
五
○
○
リ
エ
ル
の
貯
蓄
活
動
を
行
い
、
メ
ン
バ

ー
間
で
貸
し
付
け
（
養
鶏
開
始
投
資
な
ど
に
活

用
）
が
行
わ
れ
る
。
現
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
村
に
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
小
規
模
低
利
融
資
が
急
速
に
広
が

っ
て
い
る
が
、
Ｆ
Ａ
に
よ
る
相
互
融
資
は
自
分
た

ち
の
貯
蓄
（
と
株
の
形
の
任
意
出
資
金
）
が
原
資

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
借
り
る
人
が
増
え
る
ほ
ど

原
資
が
増
え
配
当
金
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
方
針
に
は
「
投
入
を
増
や
す
の

で
は
な
く
、
少
な
い
投
入
で
生
産
向
上
」、「
地
元

資
源
の
活
用
」、「
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
な
い
」
な
ど
、
日
本
の
「
改
善
」
ア
プ
ロ
ー
チ

と
近
い
も
の
が
あ
る
。
養
鶏
の
開
始
に
あ
た
っ
て

も
、
訓
練
、
六
カ
月
の
技
術
支
援
は
行
う
が
、
金

銭
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
特
に
供
与
し
な
い
。

ま
た
、
会
費
を
支
払
う
正
規
の
Ｆ
Ａ
メ
ン
バ
ー
の

下
に
、
会
費
な
し
で
訓
練
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
準
メ
ン
バ
ー
を
認
め
、
失
業
青
年
グ
ル
ー
プ
、

最
貧
層
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
形
で
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
全
体
の
生
活
改
善
を
目
指
し
て
い
る
。
各
Ｆ
Ａ

で
は
会
費
の
他
に
「
団
結
資
金
」
を
毎
月
徴
収
し

て
お
り
、
村
人
が
天
災
に
あ
っ
た
と
き
、
食
料
が

な
い
人
に
米
を
あ
げ
る
と
き
、
病
気
に
な
っ
て
働

け
な
い
人
な
ど
に
緊
急
支
援
を
す
る
原
資
と
し
、

セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
活
動
地
域
で
は
あ
る
日

本
人
が
個
人
的
に
貧
困
層
子
弟
の
就
学
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
て
お
り
、
Ｆ
Ａ
を
活
用
し
て

対
象
世
帯
の
選
定
、
就
学
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
就
学
率
向
上
に
一
定
の
成

果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

●
持
続
可
能
な
農
業
と
農
村
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ:

Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
）
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
近

郊
の
カ
ン
ダ
ー
ル
州
で
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ
（
持
続
的
農
業

・
農
村
開
発
）
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
カ
ン

バッタンバン農業生産性強化プロジェクト（BAPEP）が支援する女
性グループにインタビューするカウンターパート（左端）（筆者撮影）
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ダ
ー
ル
州
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
の
拡
大
に
伴
っ
て

「
農
村
」
か
ら
「
都
市
近
郊
」
に
変
容
し
つ
つ
あ

り
、
持
続
的
農
業
よ
り
も
出
稼
ぎ
等
に
よ
る
現
金

収
入
獲
得
が
よ
り
現
実
的
な
選
択
肢
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
こ
こ
で
も
持
続
的
農
業
（
Ｓ
Ａ
）
＝
生
産

と
農
村
開
発
（
Ｒ
Ｄ
）
＝
生
活
の
双
方
の
活
動
に

連
関
が
弱
く
、
農
業
訓
練
の
成
果
は
個
人
レ
ベ
ル

に
と
ど
ま
り
が
ち
で
あ
り
、
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
活

動
と
し
て
の
農
村
開
発
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て

い
く
の
か
が
、
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
や
は
り
①
農
業
訓
練
、

②
米
銀
行
、
牛
銀
行
、
③
女
性
の
貯
蓄
グ
ル
ー
プ
、

④
井
戸
掘
り
な
ど
で
あ
る
。
①
の
農
業
訓
練
は
、

モ
デ
ル
農
家
（
篤
農
家
）
へ
の
投
入
が
大
き
く
な

り
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
担
当
者
も
篤
農
家

の
状
態
が
良
く
な
る
こ
と
を
目
的
化
し
て
普
及
に

ま
で
至
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
多
く
の
モ
デ
ル
農
家
ア
プ
ロ
ー
チ
に
共
通

す
る
現
象
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
性
）
で
あ
る
。
②
の
米
銀
行
は
村
人
が
資

本
米
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
三
倍
程
度
を
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が

貸
与
し
て
資
本
米
と
し
、
米
倉
も
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
建
て
、

メ
ン
バ
ー
は
一
○
〜
二
○
％
く
ら
い
の
利
子
で
借

り
る
こ
と
で
、
乾
期
の
食
料
安
全
保
障
に
寄
与
し

て
い
る
。
米
銀
行
の
収
益
の
一
部
は
現
金
化
し
、

道
路
補
修
な
ど
に
使
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
③

の
貯
蓄
グ
ル
ー
プ
は
一
○
人
く
ら
い
の
メ
ン
バ
ー

に
三
カ
月
の
貯
蓄
を
さ
せ
、
こ
れ
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
三

〜
四
倍
（
二
○
○
ド
ル
く
ら
い
）
の
資
金
を
上
乗

せ
貸
与
し
て
資
本
金
と
し
、
メ
ン
バ
ー
は
月
に
四

％
の
利
子
で
借
り
る
。
こ
の
資
金
で
人
々
は
原
料

材
木
を
買
っ
て
家
具
の
生
産
販
売
、
養
鶏
開
始
資

金
、
小
商
い
の
資
金
な
ど
と
す
る
。
従
来
の
商
人

か
ら
の
借
金
で
は
米
や
土
地
が
担
保
と
な
り
利
子

は
一
○
○
％
で
、
返
済
で
き
ず
に
土
地
を
手
放
す

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
も
セ
イ
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
は
機
能
し
て
い
る
。
④
井
戸
に
つ

い
て
は
、
村
人
の
労
働
奉
仕
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
資
材
を

半
分
提
供
す
る
仕
組
み
で
こ
れ
ま
で
二
五
○
本
の

共
同
井
戸
を
掘
っ
た
も
の
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
と
い
う
よ
り
も
個
人
の
支
援
に
な
る
こ
と
が
多

い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
労
働
に
対
す
る
支

払
い
（
フ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク
）
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
る
と
、
人
々
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た

め
の
無
償
奉
仕
を
行
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
問
題
は
広
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ
は
「
村
人
主
体
の
農
村
開

発
」
を
促
す
狙
い
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
多
く
の

援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
同
様
、「
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
れ
ば
支
援
が
も
ら
え
る
」
と

理
解
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
作
り
が
形
骸
化
し
住
民
組

織
化
の
真
の
意
義
が
発
揮
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い

と
い
う
。
ま
た
持
続
的
農
業
を
目
指
し
た
稲
作
複

合
農
業
（
池
、
果
樹
、
菜
園
）
よ
り
も
出
稼
ぎ
に

行
っ
た
方
が
手
っ
取
り
早
く
収
入
が
得
ら
れ
る
と

い
う
現
実
が
あ
る
。

●
生
産
と
生
活
の
つ
な
が
り

こ
の
よ
う
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
限
ら
ず
東
南
ア
ジ

ア
の
水
田
稲
作
地
帯
の
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
用
い
ら
れ
て
い
る
活
動
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
、

対
象
と
な
る
国
、
支
援
す
る
主
体
に
か
か
わ
ら
ず

ほ
と
ん
ど
共
通
で
、「
生
産
」
関
連
で
は
農
業
生

産
性
の
増
強
と
農
業
技
術
の
向
上
（
有
機
栽
培
を

含
む
）、
主
と
し
て
女
性
が
担
え
る
程
度
の
家
畜

飼
育
（
養
鶏
、
養
魚
、
養
豚
）
技
術
移
転
、「
生

活
」
関
連
で
は
井
戸
掘
り
・
ト
イ
レ
作
り
な
ど
の

環
境
衛
生
改
善
。「
生
産
」
と
「
生
活
」
の
中
間

に
位
置
す
る
の
が
家
庭
菜
園
に
よ
る
収
入
多
角
化

（
自
家
消
費
の
場
合
は
支
出
節
約
）
と
栄
養
改
善
、

ま
た
、「
生
産
と
生
活
」
双
方
に
裨
益
す
る
の
が

参
加
型
に
よ
る
農
村
道
路
な
ど
の
小
規
模
公
共
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
多
く
の
ド
ナ

ー
は
生
産
関
連
活
動
の
原
資
獲
得
方
法
と
し
て
、

グ
ラ
ミ
ン
銀
行
型
の
小
規
模
貯
蓄
や
小
規
模
金
融

を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

共
通
し
て
い
る
の
は
、
特
に
女
性
の
組
織
化
を

重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
本
稿
で
紹
介
し
た
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
い
ず
れ
も
「
生
産
」
と
「
生
活
」
を
い
か
に

関
連
づ
け
て
い
く
か
に
苦
労
し
て
い
る
。
こ
れ
が

「
農
業
系
農
村
開
発
」、「
非
農
業
系
農
村
開
発
」

い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
課
題
で
あ
り
、
今
後
の
農

村
研
究
の
課
題
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
さ 

と
う　

か
ん
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
）

〔
付
記
〕
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
貴
重
な
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
カ
ン
ボ
ジ
ア

事
務
所
、
Ｂ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｐ
、
Ｉ
Ｖ
Ｙ
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
、

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
皆
さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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